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ソフトウェア
Autodesk Fusion 360、Fusion 360 Machining 
Extension、Autodesk Netfabb、Fusion 360

従来はCADシステム上で加工パスの位置
出しを行い、対話型自動プログラミングシ
ステムの任意輪郭機能にその数値を入力
して加工プログラムを作成していました。
Fusion 360ではモデリング後に、すぐに
CAMシステムでパスが出せるので、非常に
重宝しています

 ̶  谷岡 雄三 氏
瀬尾高圧工業株式会社
市川工場 機械課長

新分野開拓立ち上げを支える3D化への挑戦
現場主導のCAMシステム活用で高効率な製造へ
AM実用化をきっかけに現業へ3Dモデルを適用
社内の3D活用が活発化し、エンジニア不足解決の一端にも

発電所や化学プラントで使われる熱交換器・鍛鋼
品を製造する瀬尾高圧工業。同社は、3Dプリンタ
で造形するモデル作成ツールとしてオートデスクの
「Fusion 360」を導入するとともに、製造現場で
稼働するCAMシステムとしても「Fusion 360」と
「Fusion 360 Machining Extension」を導入
している。Fusion 360を活用していく中で、より
現場での親和性が高いCAMの可能性を感じ、採用
を決めたという。

AM実用化の立ち上げに伴い  
3Dモデルの活用を加速

瀬尾高圧工業は、1926年（大正15年）に創業し
た三菱重工グループの熱交換器・鍛鋼品専門メー
カー。発電所や化学プラントで使用される各種熱
交換器の製造は60年以上の歴史があり、開発・設
計から製作、検査、アフターサービスまでのすべて
を自社工場で対応している。鍛鋼品は材料切断か
ら鍛造、熱処理、機械加工、出荷までの一貫製造
体制と万全な品質管理により、製品を利用する社
会インフラ関連の顧客企業から高い評価を得ている。

そんな瀬尾高圧工業では、製造現場におけるデジタ
ルトランスフォーメーション（DX）の推進も肯定的
に捉えている。

「当社ではデジタル化の積極的な推進をテーマに掲
げて取り組んでいますが、現時点では進んでいると
ころも遅れているところもあると認識しています。
そうした中でモノづくりの現場に3Dモデルを取り入
れ、事業を成長につなげていく取り組みを加速させ
ようと考えています」（瀬尾高圧工業 市川工場 機
械課長 谷岡 雄三氏）

そうした取り組みの一環として、瀬尾高圧工業は新
たな分野を開拓すべく、AM（アディティブマニュファ
クチャリング）実用化を推進している。

AM実用化は 3D CADを活用し、作成した3Dモデ
ルのデータから3Dプリンタで積層造形するAM技
術の確立を目指そうという取り組みだ。2020年に
は3D製造プロセスに必要なデザイン・設計、3D
造形、評価プロセスの導入検証を支援する経済産
業省近畿経済産業局の「Kansai-3D実用化プロ
ジェクト」で対象企業に選定されるなど、着実に成
果を上げつつある。

その際に、瀬尾高圧工業が3D CADシステムと
して採用したのが、オートデスクの「Autodesk 
Fusion 360」だった。

「Kansai-3D実用化プロジェクトに参加するにあた
り、製造業向けITソリューションに強みのある応用
技術株式会社  にコンサルティング・支援をお願い
したところ、AMに最適な3D CADソフトウェアとし
てFusion 360を紹介してもらいました」（瀬尾高
圧工業 市川工場 機械課 機械係 特殊班長補佐 松
岡 司氏）

プロジェクトでは、最適化設計ツール「Fusion 
360 Generative Design」を活用した設計、製
造工程を考慮したモデリングなどを、応用技術株式
会社の支援を受けながら自社で対応した。実際に取
り組んだ鍛造品バルブの研究試作では、従来に比
べて大幅な軽量化と素材廃棄量削減を達成するな
ど、本格的なAM実用化の展開に向けて弾みとな
る結果が得られたという。
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オートデスク ユーザー事例

事業成長へのチャレンジとして3D CAD / CAMシステムの活用を開始
加工作業の工数やコストを削減し、生産効率の高い切削加工を実現

Fusion 360の機能の網羅性を評価 
現業の鍛鋼品製造へ3Dを拡大

そうした取り組みの中 、瀬尾高圧工業は現業の
鍛鋼品 を切削加工する現場でもFusion 360を
適用できないか検討することにしたという。

「Fusion 360の活用が進むにつれ、3D CADだ
けでなくCAM/CAEなどの機能も統合的に網羅す
るFusion 360に可能性を感じ、現業への適用を
検討することにしました。そこで着目したのが、
切削加工の現場で稼働するCAMシステムとして
利用することでした。当社では従来からハイエン
ドCAMシステム製品を導入していますが、切削
加工をする現場で利用するには難しく、コスト面
でも課題がありました。この課題解決策として、
Fusion 360とCAM拡 張 機 能『Fusion 360 
Machining Extension』の導入を検討すること
にしました」（松岡氏）

こうして切削加工の現場で利用するCAMシステム
にFusion 360とMachining Extensionの導
入を検討することにした瀬尾高圧工業は、まずは
切削工程における急斜面・緩斜面加工、および
穴認識に試用してみることにした。

「応用技術株式会社によるトレーニングを受講した
のちにFusion 360のCAM機能を使ってみたとこ
ろ、必要最低限の作業で実際に使える加工パスが
出来上がり、3Dモデルがスムーズに動作すること
を確認できました。当社が従来から使用していた
CAMシステムよりも分かりやすく、使いやすいと判
断し、現場で活用を することに決めました」（松岡氏）

現業の製造現場 にFusion 360を導入することに
ついては、Fusion 360がサブスクリプションサー
ビスであることも後押しした。

「サブスクリプションサービスとして提供されてい
るFusion 360ならば、万一失敗したとしても別
の手が打てます。しかし、数百万円もの投資が必
要なハイエンドCAMシステムではそうはいきません。
リスクを回避しながら導入メリットを期待できると
判断し、チャレンジしてみることにしました」（谷岡氏）

加工作業の工数を平均25％削減し  
製造コスト削減や人的ミスの低減も実現

松岡氏が働く製造現場では現在、工作機械に接
続したノートPCにFusion 360とMachining 
Extensionをインストールし、利用している。

「当社の場合、リピート品や大量生産品の受注は少
なく、作成した加工プログラムを数個のみに利用す
るといったこともよくあります。そのため、1つの製
品に向けた加工プログラムを作り込むよりも、多少
ロスがあったとしても単純な加工プログラムを素早
く作成し、生産効率を高めてきたという事情があり
ました。しかしFusion 360では、加工プログラム
を作り込まなくても高効率な加工が可能です。こ
の部分に大きな効果を感じています」（松岡氏）

松岡氏によると、すでに定量的な効果も確認でき
ているという。

「加工工程にかかる時間は、一例として従来約
3.5時間かかっていたものが、Fusion 360では
約2.5時間になるなど、平均25％程度の工数削減
効果が得られています。この効果に加えて、CAD
とCAMの親和性が高いFusion 360によるNC
プログラムの直接入力により、ヒューマンエラー
の低減も実現できていると考えています。また、
Fusion 360の負荷制御機能による効率的な加工
パスの生成によって工作機械に使う刃先の持ちも
良くなり、コスト削減と工数削減が同時に可能に
なりました」（松岡氏）

CAMの横展開により設計部門との連携を強化 
蓄積データの活用による自動化の仕組みも検討

このように製造現場におけるFusion 360と
Machining Extensionの効果を実感した瀬尾
高圧工業では、さらなる適用範囲の拡大も視野に
入れているという。

「当社ではCAMプログラマーをはじめとするエン
ジニアの人材不足に直面しています。この課題を
解決するために、設計部門と連携し、3Dモデリ
ングデータをFusion 360クラウドを活用して共
有するなど、今回のCAMシステムを水平展開で
きないか検討しています。また、CAMシステムの
設定情報といったデータの蓄積を進めることで工
程を標準化し、人的ミスを減らす自動化の仕組み
を活用していくことも考えています」（谷岡氏）

実際にFusion 360とMachining Extension
を利用している松岡氏は、現業へのさらなる応用
に期待する。

「Fusion 360のCAMシステムは非常によく出来て
おり、これから活用の範囲がどんどん広がっていく
ことになるでしょう。とくに3軸以上の同時加工に
強みがあるMachining Extensionの機能をフル
に活用し、同時5軸加工を導入するきっかけにな
ればとも思っています。個人的には、加工負荷を
低減して機械や工具の長寿命化をしながら生産効
率を追求していきたいので、Fusion 360の加工
パスを存分に生かせる工具を選定するといった取
り組みにも挑戦してきたいと考えています」（松岡氏）
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Fusion 360で作成した3Dモデル

切削作業をしている様子

主に工場内のデスクでFusion 360を使っているという

瀬尾高圧工業株式会社


